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はじめに 
 

中央市では、教育施策の総合的な指針として、平成 21 年 12 月に「第１次中央市

教育振興基本計画」を策定し、中央市の教育の基本は『 まごころ 』であることの理念

のもと、「生きる力をはぐくむ教育」「命を大切にする教育」「信頼しあう教育」を進

めてまいりました。 

しかし、近年わが国における教育を取り巻く環境は大きく変化しており、人口減少・

超高齢社会の到来、急速な技術革新とグローバル化、子どもの貧困やヤングケアラーな

ど、教育行政においてもこうした社会的な変化に的確に対応することが求められてきま

した。 

こうした状況を踏まえ、今を生き抜き、多様化する課題に対して主体的に解決できる

力を身につけ、次代の中央市を担う人材をしっかりと育てていくため、令和 2 年 3 月

に「第２次中央市教育振興基本計画」を策定し、さらに本計画を本市における教育、ス

ポーツ、文化の振興に関する総合的な施策の『 教育大綱 』と位置づけることといたし

ました。 

この計画では、これまでの基本理念を継承し、ふるさと『 中央市 』に愛着と誇りが 

持てる人づくりを進めていくために、学校での実践はもとより、家庭や地域社会との連

携を深め、教育施策の一層の充実を図ってまいりたいと考えております。 

学校教育においては、国が進める GIGA スクール構想により、令和 2 年度にはすべ

ての学校に高速通信ネットワーク環境の整備と、児童生徒一人一台端末の配備を済ませ、

新たな指導要領となるプログラミング教育に対応していくとしております。 

不登校の児童生徒への政策としては、中央市・昭和町教育支援センター「にじいろ教

室」を共同設置し、集団生活への適応、基礎学力の補充等、日々の生活習慣についての

相談等行い、改善に向けた支援を行っております。 

学校給食においては、異物混入のない安全で美味しい給食の提供はもちろんのこと、

様々なアレルギーへの対応強化や食育指導も進めております。 

生涯学習においては、令和 4 年度は、コロナ禍におけるいろいろな各種事業で人数

制限や感染症対策を十分とり、ある程度例年どおり開催できたものもありましたが、文

化協会が主催する文化祭、子どもクラブ指導者連絡協議会が主催する球技大会などは中

止となりました。また、二十歳のつどいでは、出身中学校別に出席する成人者を分け二

部制で行うとともに、時間短縮での実施など感染症対策をとる中で開催しました。 

玉穂学習館や田富図書館では、入館制限、開館時間の短縮などを余儀なくされました

が、手指消毒などの感染症対策を実施する中で、開館ができました。 

これまでの本市の方針及びそれに基づくさまざまな施策に対する令和 4 年度事業の

自己点検と評価を行い、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への教育委員

会の内容説明等を行っていくために、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 

26 条の規定に基づき、報告するものです。 

 

令和 5 年 12 月 

中央市教育委員会       
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第１ 教育委員会の自己点検・評価について 

 

１．趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、教育委員

会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について教育委員会自ら

が点検・評価を行い、今後の取り組みの方向性や課題を明らかにすることにより

効果的な教育行政の一層の推進を図ります。 

また、点検・評価の結果を報告書にまとめ、市議会へ提出するとともに市民の

皆様に公表することにより、信頼される教育行政を推進します。 

 

 

２．点検・評価の対象 

令和 4 年度における教育委員会の活動及び主要な事務事業を対象として点検・

評価を実施しました。 

 

 

３．点検・評価の構成 

（１） 教育委員会の活動 

教育委員会の活動状況の報告を行い、定例会及び臨時会の運営改善、会議の

公開、情報の発信及びその他の活動状況等の点検・評価を実施しました。 

 

（２） 教育委員会が管理・執行する事務 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び中央市教育委員会の権限に 

属する事務の一部を教育長に委任する規則に基づき、教育委員会が自ら管理・

執行する項目について、各事務の発生状況と対応状況について点検を実施しま

した。 

 

（３） 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

中央市教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則に基づ

き、教育委員会が管理・執行を教育長に委任して行う事務事業のうち、教育委

員会事務局の各担当課が事務事業を選定し、点検・評価を実施しました。 

 

 

４．報告書の公表 

報告書は市議会に提出し公表します。また、「広報ちゅうおう」において評価

の実施をお知らせし、中央市のホームページに掲載するとともに、市教育委員会

事務局（市役所南館）において自由に閲覧できるようにします。 
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第２ 教育委員会の活動及び運営状況 

 

１．教育委員会委員構成 （令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

職 名 氏 名 任 期 

教 育 長 石 田  秀 博 
教 育 長 

教 育 長 

Ｒ 3. 4. 1 ～ Ｒ 6. 3.31 

Ｒ 2. 4. 1 ～ Ｒ 3. 3.31 

教 育 長 

職務代理者 
河 西  忠 衛 

職務代理者 

委 員 

Ｒ 4. 4. 1 ～ Ｒ 5. 3.31 

Ｒ 1. 5.17 ～ Ｒ 5. 5.16 

委 員 保坂 かおり 委 員 Ｒ 2. 5.17 ～ Ｒ 6. 5.16 

委 員 志 村  祐 二 

委 員 

職務代理者 

委 員 

Ｒ 3. 5.17 ～ Ｒ 7. 5.16 

Ｒ 2. 5.17 ～ Ｒ 3. 5.16 

Ｈ29. 5.17 ～ Ｒ 3. 5.16 

委 員 矢 島  孝 雄 
職務代理者 

委 員 

Ｒ 3. 5.17 ～ Ｒ 4. 3.31 

Ｈ30. 5.17 ～ Ｒ 4. 5.16 

委 員 石 原  英 一 委 員 Ｒ 4. 5.17 ～ Ｒ 8. 5.16 

 

 

２．令和４年度教育委員会付議議案・報告事項 

開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

4月8日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・新年度の組織等について 

・令和 4年度教育委員会開催日程について 

・令和 4年度小中学校年間事業予定等について 

・令和 4年度年間行事割当予定について 

・市立学校儀式等教育委員出席覚、教育長職務代 

 理者年度別輪番表について 

・令和 4年度山梨県市町村教育委員会連合会定 

期総会について 

・教職員の服務規律の確保について 

・令和 4年度教職員等中央研修の実施に伴う「中 

 堅教員」の推薦について 



- 4 - 

 

開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

・令和 4年度市内小中学校修学旅行(日程)につ 

いて 

・令和 4年度市内小中学校の運動会の実施につ 

いて 

・令和 4年度中北地区教育委員会連合会定期総 

会及び研修会について 

・令和 4年度県教育施策と予算に関する要望書 

(回答)について 

・令和 4年度第 1回管理主事学校訪問及び市教 

委訪問日程(予定)について 

・今後の予定 

協議事項 ・教育委員会の年間行事について 

・各学校評価について 

・市教育委員会の事務の点検評価について 

・学校訪問について 

そ の 他 ・なし 

5月 6日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年度の中央市小中学校在籍児童生徒数 

について 

・令和 4年度第 1回県管理主事学校訪問につい 

 て 

・令和 4年度市教育委員学校訪問の実施につい 

 て 

・令和 4年度「新入生ブックプレゼントセレモ 

 ニー」の実施について 

・令和 4年度第 1回県管理主事学校訪問につい 

 て 

・中北教育事務所による「ふれあい学校訪問」の 

 実施について 

・令和 4年度スタートに当たって県教委からの 

お願い［県義務教育課］ 

・不審者情報による(市役所)青色防犯パトロー 

ルの実施について 

・補正予算要求について 

・任期満了に伴う「中央市教育委員」の辞令交付 

 について 

・中国都江堰市と中央市の友好交流企画の実施 

について 
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開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

・今後の予定 

・小中学校在籍児童生徒数について 

協議事項 ・市教育委員会の事務の点検評価について 

・学校評価について 

・教職員の多忙化改善計画の評価結果について 

・学校施設の長寿命化計画及び長寿命化事業の 

着手について 

・臨時教育委員会の開催について 

そ の 他 ・なし 

5月 17日 臨時会 報告事項 ・令和 4年度中央市教育委員会開催日程につい 

 て 

・中央市教育委員会名簿について 

・令和 4年度教育委員会事務職員名簿について 

・令和 4年度学校関係行事日程及び教育委員会 

出席割当関係について 

・市内小中学校別児童生徒数について 

・令和 4年度教育委員学校訪問について 

協議事項 ・令和 5年度教育施設等への要望について 

そ の 他 ・なし 

6月 3日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年度「市教育委員学校訪問」の実施に 

ついて 

・令和 4年度「市教育委員学校訪問・三村小学 

校分」の結果について 

・令和 4年度第 2回(6月)定例市議会・一般質問 

通告について 

・今後の予定 

協議事項 ・中央市総合教育会議について 

・成人式の名称変更について 

そ の 他 ・学校生活における児童生徒等のマスクの着用 

について 

・「GIGAスクール進捗報告」「ICT活用事例集」 

「中央市立小中学校教育 ICT推進経過」につい 

 て 

・令和 4年度関東甲信越静市町村教育委員会連 

合会総会の書面決議等について 

7月 1日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年第 2回(6月)定例市議会一般質問に 
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開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

伴う答弁について 

・令和 4年度夏季休業中の防災無線放送につい 

 て 

・教職員人事評価について 

・令和 4年度第 2回県管理主事学校訪問につい 

 て 

・今後の予定 

協議事項 ・就学援助について 

そ の 他 ・にじいろ教室について 

・部活動の地域移行について 

8月 5日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年度小中学生と市長の対話室の実施に 

ついて 

・家庭における新型コロナウイルス感染症対策 

について 

・令和 4年度学校訪問における教育委員意見書 

について 

・市内の中学校が山梨県代表として出場する上 

位大会について 

・令和 5年度県教育施策及び予算に関する要望 

 書(案)について 

・教職員人事評価について 

・令和 4年度第 2回県管理主事訪問について 

・今後の予定 

協議事項 ・なし 

そ の 他 ・夏季休業中のプール開放について 

・学力調査の結果について 

・学校行事における来賓の出席について 

・中央市市民球技大会について 

・多忙化改善アンケートについて 

・7月の児童生徒及び教職員の新型コロナ感染 

者数の報告 

9月 2日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年第 3回(9月)定例市議会・一般質問に 

 ついて 

・令和 4年度小学校運動会、中学校学園祭への 

設置者等の来賓参加について 

・「令和５年度文教に関する国の施策並びに予算 
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開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

 についての陳情」の陳情書について 

・令和 4年度第 2回県管理主事市教育委員会訪 

問について 

・今後の予定 

協議事項 ・令和 4年度全国学力・学習状況調査結果につ 

いて 

・新市民体育館について 

そ の 他 ・市民球技大会について 

・中央市議会から国への請願(35人学級の実施 

 を望む内容)について 

・デジタル教科書の導入について 

10月 7日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年第 3回(9月)定例市議会・一般質問に 

 ついて 

・令和 5年度採用・昇任の管理職推薦者への面 

接の実施について 

・令和 4年度第 1回中央市総合教育会議につい 

 て 

・今後の予定 

協議事項 ・中学校における部活動の地域移行について 

・学校の統廃合について 

そ の 他 ・地域教育フォーラムの開催について 

11月 4日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 5年度採用・昇任管理職及び主幹教諭候 

補者の推薦について 

・今後の予定 

協議事項 ・中央市立学校における防犯カメラ設置及び管 

理運用に関する要綱について 

・中央市学校給食費徴収規則の一部を改正する 

規則について 

そ の 他 ・中央市二十歳のつどいについて 

・卒業生ブックプレゼント事業について 

12月 2日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年度末人事異動説明会の開催について 

・令和 4年第 4回(12月)定例市議会一般質問に 

ついて（教育委員会関係抜粋） 

・教職員管理職登用に伴う今後の日程 

・令和 4年度末人事異動(県管理主事要望)等に 
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開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

伴う第 2回学校長ヒアリングの実施について 

・令和 4年度末人事異動に伴う県管理主事等と 

の意見交換(ヒアリング)について 

・令和 4年度末人事異動等に伴う内々示等の最 

終確認及び内申書作成について 

・今後の予定 

協議事項 ・学校制度としての小中一貫教育について 

・中央市立中学校の部活動地域移行協議会条例 

の制定について 

・体育施設のガイドラインの変更について 

そ の 他 ・中央市公共施設等総合管理計画について 

1月 6日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年第 4回(12月)定例市議会一般質問に 

ついて（教育委員会関係抜粋） 

・令和 5年二十歳のつどい開催について 

・令和 4年度末人事異動に伴う県管理主事への 

要望等のための学校長ヒアリングについて 

・令和 4年度末人事異動に伴う県管理主事等と 

の教育長の意見交換について 

・令和 4年度人事評価実施状況報告書及び教職 

員の評価様式の作成と提出について 

・令和 4年度末人事異動に伴う内々示等の最終 

確認及び内申書作成について 

・今後の学校行事割当予定（教育委員会関係） 

・令和 5年度関東甲信越静市町村教育委員会連 

合会総会及び研修会（埼玉大会）の大会概要に 

ついて 

・今後の予定 

協議事項 ・市町村教育委員会連合会へ提出する「令和 6年 

 度文教施策と予算に関する要望」について 

・中央市学力検定料助成金交付金要綱の制定、中 

 央市部活動地域移行在り方検討協議会設置要 

綱の制定及び中央市立学校修学旅行等中止又 

は延期に伴うキャンセル料等補助金交付要綱 

の一部改正について 

・第 3次中央市子ども読書活動推進計画につい 

 て 

・今後の市内小中学校の再編を検討する「今後の 
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開催月日 会議区分 事案区分 件   名 

 市内小中学校の在り方を検討する委員会(仮 

称)」の発足及び委員選任について 

そ の 他 ・教育委員会関係行儀予定について 

2月 3日 定例会 報告事項 ・なし 

協議事項 ・就学援助費新入児童生徒学用品入学前支給に 

ついて 

・中央市学校給食費徴収規則の一部改正につい 

 て 

・区域外就学に関する覚書(南アルプス市：甲府 

リバーサイドタウン)について 

・豊富中央公民館のガイドラインの変更につい 

 て 

そ の 他 ・卒業式・入学式の「告辞」について 

2月 24日 臨時会 協議事項 ・中央市の今後の小中学校の在り方を検討する 

取り組みについて 

3月 3日 定例会 報告事項 ・諸行事報告 

・令和 4年度末人事異動に伴う県教委と市教委 

との協議日程 

・人事関係の今後の日程について 

・今後の予定 

協議事項 ・令和 5年度中央市当初予算の骨格について 

・市立田富北小学校の移転事業について 

・市立田富小学校の長寿命化工事について 

・市総合教育会議について 

・大鳥居宇山平遺跡（古墳）について 

そ の 他 ・教育委員会関係行儀予定について 

・令和 6年度文教施策と予算に関する要望調査 

の集計結果について 
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３ ． 令和４年度教育委員会委員活動報告 

 

（１） 学校訪問 

市内小学校６校、中学校２校の学校訪問を実施しました。 

訪問日 訪問時間 訪問校 

5 月 30 日（月） 13：30～16：30 三村小学校 

6 月 10 日（金） 13：30～16：30 田富南小学校 

6 月 20 日（月） 13：30～16：30 田富小学校 

6 月 24 日（金） 12：45～16：30 院内学級、玉穂南小学校 

6 月 27 日（月） 13：30～16：30 豊富小学校 

6 月 28 日（火） 13：30～16：30 玉穂中学校 

6 月 29 日（水） 13：30～16：30 田富北小学校 

7 月  4 日（月） 13：30～16：30 田富中学校 

 

（２） 研修会 

次の研修会に参加しました。（主なもの） 

期日 研修会 場所 

4 月 26 日（火） 中北地区教育委員会連合会研修会 北巨摩合同庁舎 

 

（３） 各種行事・大会等 

次の各種行事・大会等に出席しました。（主なもの） 

期日 内容 

4 月 1 日（金） 教職員着任式 

4 月 8 日（金） 玉穂Ｂ＆Ｇプール改修工事完成内覧 

5 月 20 日（金） 新入生ブックプレゼント事業 

9 月 13 日（火）～14 日（水） 市立田富中学校学園祭 

9 月 20 日（火）～21 日（水） 市立玉穂中学校学園祭 

9 月 24 日（土） 市立小学校運動会 

10 月 9 日（日）～10 日（祝） 市民球技大会 

11 月 4 日（金） 子ども若者育成支援推進大会 

1 月 8 日（日） 二十歳のつどい 

3 月 9 日（木） 市内中学校卒業式 

3 月 17 日（金） 市内小学校卒業式 

3 月 27 日（月） 教職員離任式 
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第３ 自己点検・評価シート 

 

１．教育委員会の活動 

 

評価の点数 

５ 目的をはるかに超え、他への波及効果が見られる 

４ 目的以上に達成 

３ 目的どおり達成 

２ 目的までは達成できなかった 

１ 目的までまったく達成できなかった 

 

 項目 評
価 

点検・評価 
中項目 小項目 

１ 
教育委員会 

会議の運営 

会議の開催 

回数 
３ 

〇会議規則に基づき、月１回の定例会を開催し

た。また、必要に応じて開催できる臨時会を２

回開催した。 

〇限られた時間の中で、効率的な会議運営と慎重

審議が行われた。 

会議の運営 ３ 
〇毎月第１週の金曜日の１４時から定例会を開

催することを年次計画として位置づけている。 

２ 

教育委員会 

の会議の 

公開・情報 

発信 

会議の傍聴 

者の状況 
１ 

〇会議の開催を市内の掲示板に告示すること、市

ＨＰに掲載すること等の周知ができていない

(傍聴者の実績：０名)【傍聴者定数は５名】 

議事録の公 

開、広報活 

動等の状況 

１ 〇市ＨＰにおいて議事録を公開していない。 

３ 

教育委員会 

と事務局 

の連携 

教育委員会 

と事務局の 

意思疎通の 

状況 

３ 
〇会議等を通して事務局と有効で活発なコミュ

ニケーションを行った。 

４ 

教育委員会 

と首長との 

連携 

教育委員会 

と首長の意 

思疎通の状 

況 

３ 

〇教育施策における市長部局と連絡調整及び市

長との意見交換を実施(6/29懇話会、10/28総合

教育会議)した。 
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 項目 評
価 

点検・評価 
中項目 小項目 

５ 
教育委員会 

の自己研鑽 

研修会、会議 

等への参加 

状況 

３ 

〇参考図書(資料)の活用 

〇研修会等への積極的な参加 

〇生涯教育関係行事等への積極的な参加 

６ 

学校及び教 

育施設に対 

する支援・ 

条件整備 

学校訪問 ３ 
〇市内全小中学校８校への学校訪問の実施、現場

管理職や教職員との意見交換と実施した。 

所管施設の 

訪問 
 

〇生涯学習施設と学術関係施設の訪問と現状の

把握(新型コロナウイルス感染症に考慮し未実

施) 

各種行事・大 

会への参加 
３ 

〇市内公立学校の入学式・卒業式や各種行事等へ

参加した。 

 

 

２．教育委員会が管理・執行する事務 

 

項目 点検 

１ 
学校教育及び社会教育に関する一般方針

を定めること。 
・対象案件なし 

２ 
学校及びその他の教育機関の設置及び変

更並びに廃止を決定すること。 
・対象案件なし 

３ 教育財産の取得及び処分を申し出ること ・対象案件なし 

４ 
県費負担教職員の懲戒及びその他の進退

について内申すること。 
・対象案件なし 

５ 
県費負担教職員の服務の監督の一般方針

を定めること。 
・対象案件なし 

６ 
前2号に掲げるもののほか、人事の一般方

針を定め、及び懲戒を行うこと。 
・対象案件なし 

７ 

教育委員会事務局、教育委員会の所管に属

する学校その他教育機関の職員の任免そ

の他の人事を行うこと。ただし、臨時又は

非常勤の職員に係るものを除く。 

・会計年度任用職員（事務補助、市単教員

等）の採用 

８ 
学校、公民館及びその他の教育機関の敷地

の選定及び変更を決定すること。 
・対象案件なし 
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項目 点検 

９ 工事の計画を策定すること。 ・中央市立田富北小学校新校舎建設工事 

10 
教育委員会規則その他重要な規程の制定

及び改廃を行うこと。 

・条例改正 1 件 

・要綱制定 3 件 

・要綱改正 1 件を審議 

11 
教育予算その他議会の議決を経るべき議

案の原案を決定すること。 

・教育予算の決定や条例改正原案の決定

及び市議会の審議等の状況を教育委員に

報告 

12 
法令又は条例に基づく委員の任命又は委

嘱に関すること。 

・学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

・学校運営協議会委員 

・中央市文化財保護審議会委員 

・中央市豊富郷土資料館運営委員会委員 

・中央市図書館協議会委員 

・中央市学校給食運営委員会委員 

・中央市学校給食物資選定委員会委員 

・中央市社会教育委員 

・中央市公民館運営審議会委員 

・中央市スポーツ推進委員 

の任命、委嘱を審議 

13 
校長、教員その他の教育関係職員の研修の

一般方針を定めること。 
・対象案件なし 

14 
学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を

設定し、及びこれを変更すること。 

・区域外就学 40 件 

・指定校変更 16 件を審議 

15 
市文化財を指定し、及びその指定を解除す

ること。 

・指定 1 件 

・解除 1 件を審議 

16 
教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価等に関すること。 

・教育委員会主要施策及び事務事業の取

組みについて、自己点検・評価を実施 

17 

前各号に掲げるもののほか、教育長に委任

することが適当でないと認められる事務

を行うこと。 

・二十歳のつどいの開催について 

・中央市玉穂Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定

管理者の指定について ほか 
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３．教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

評価の点数 

５ 目的をはるかに超え、他への波及効果が見られる 

４ 目的以上に達成 

３ 目的どおり達成 

２ 目的までは達成できなかった 

１ 目的までまったく達成できなかった 

 

施策の方向性 評価 施策 事務事業名 

調 和 の と れ た

知・徳・体の育成 

３ 確かな学力の育成 

・小中学校市単独補助教員等配置事業 

・外国語教育（ALT 派遣）推進事業 

・小中学生英語検定補助事業 

・外国人児童生徒等支援事業 ＊ 

・学力向上支援スタッフ配置事業 

・ICT 教育環境推進事業 ＊ 

・小中学校教育振興事業 ＊ 

・中学校語学研修事業 

・家庭学習通信機器整備支援事業 ＊ 

３ 豊かな心の育成 

・小中学校教育振興事業 ＊ 

・いじめ問題に対する取組推進事業 

・心の教室相談員設置事業 

３ 健やかな体の育成 

・小中学校各種大会出場補助事業 

・児童生徒等健康管理事業 

・学校給食センター運営事業 

・食育推進事業 

３ 幼保・小・中の連携 ・幼保・小・中の連携推進事業 

学校・家庭と地

域の連携による

教育の質の向上 

３ 
学校と家庭と地域の

連携強化 

・放課後子ども教室推進事業 

・子どもクラブ育成事業 

・青少年育成事業 

・キッズアカデミー事業 

・大学連携事業 

・メールビルダー事業 

いきいきと学び

続けられる生涯

学習の充実 

３ 生涯学習の推進 

・二十歳のつどい事業 

・公民館事業 

・高齢者学級(まごころ学園)事業 

・生涯学習推進事業 

・親子体験学習事業 

３ 生涯スポーツの推進 ・保健体育事業 
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施策の方向性 評価 施策 事務事業名 

・生涯スポーツ事業 

・玉穂Ｂ＆Ｇ海洋センター事業 

・体育施設の管理・整備事業 

３ 図書館活動の推進 

・ブックプレゼント事業 

・玉穂生涯学習館事業 

・田富図書館事業 

・図書資料整備事業 

・図書館施設整備事業 

３ 歴史・文化の継承 

・指定文化財管理事業 

・豊富郷土資料館活用事業 

・文化協会助成事業 

・埋蔵文化財保護事業 

教育機会の創出

と充実 
３ 教育機会の保障 

・特別支援教育事業 

・貧困対策推進事業 

・教育支援センター(不登校児童生徒)事業 

・外国人児童生徒等支援事業 ＊ 

・地域ぐるみの学校安全体制整備事業 

教育の質の向上

のための基盤整

備 

３ 学校施設の整備 

・ICT 教育環境推進事業 ＊ 

・学校長寿命化等推進事業 

・家庭学習通信機器整備支援事業 ＊ 

・各学校施設及び設備等整備事業 

３ 
学校における働き方

改革の推進 

・教員の多忙化改善取組推進事業 

・専門スタッフ等外部人材活用事業 

・学校と教育委員会の連携協力事業 
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第４ 教育委員会の点検・評価に関する有識者からの意見 

 

教育委員会の自己点検・評価に関して、法令に基づき、有識者の方から次のとお

り意見をいただきました。 

（有識者） 池田 充裕 

山梨県立大学大学教授    

 

 

１ 教育委員会の活動及び運営状況について 

・教育委員会の活動や運営状況として、年度内に定例会を 12 回、臨時会を２回と高

頻度で開催し、各回で数多くの協議と報告事項を審議し、充実した会議運営が行わ

れてきたことを高く評価いたします。 

・市内全小中学校８校を訪問し、現場の教職員と意見交換を行ったほか、各種研修会、

行事、大会にも多く参加しており、現場からの声や要望を直接受け止めようという

委員会の積極的な姿勢に心から敬意を表します。 

・今後は、学齢期人口の減少に伴って、各地での学校運営・施設整備について、中長

期的な視点から、学校のあり方について検討が必要となってくると思われます。今

後も、多様な地域住民の声に丁寧に耳を傾け、きめ細やかな審議が重ねられていく

ことを期待します。 

 

２ 教育委員会による自己点検・評価について 

・教育委員会の活動の各項目については、上述の通り、委員会の運営・活動に関して

は概ね当初の目標が達されていますが、教育委員会の会議の開催案内の告示や議事

録の公開がなされていないという点に関しては、教育行政における住民参加の重要

性という見地からも早急な対応が求められます。 

・メールビルダー事業や ICT環境の整備、またこれらを活用した学校経営や授業運営

については着実な進展が確認できました。今後も ICTを有機的・効果的に活用し、

児童・生徒の学力向上や外国籍児童・生徒の語学支援、また不登校児童・生徒の学

習支援に結びつくことを期待します。 

・ALTの配置や大学連携事業など、いくつかの事業について目標未達成の項目が見ら

れます。原因を確認の上、適切に解決が図られ、児童・生徒の充実した学びにつな

がるようにお願いしたいと思います。 

・生涯学習事業やスポーツ・文化活動事業では、感染症対策を図りながら、各世代に

向けた各種事業を幅広く企画・運営し、現場職員が市民サービスに誠心誠意取り組

んだことが確認できました。職員の皆様の日々の努力に心から感謝するとともに、

特色ある企画・運営がさらに展開・推進されていくことを期待します。 
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おわりに 

 

令和 4 年度の取り組みにかかる、自己点検・評価を実施し、「教育委員会の会議の

公開・情報発信」の項目を除き、概ね良好と評価したところであります。 

令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染症が収束の方向性が定まらない中で、国や

県からの要請に基づく行動制限により、縮小等を余儀なくされた施策・事業もありまし

たが、市民をはじめとする皆様方のご理解・ご協力をいただいた上で、感染拡大防止の

ための工夫をしながら、教育委員会所管の諸事業・活動を実施してまいりました。 

リニア中央新幹線に伴う一連の工事関係では、田富北小学校の移転建設関連の校舎工

事にも着手し、中央市総合防災公園の工事を含め、順調に工事が行われている状況です。 

国が進める GIGA スクール構想関係では、ICT を活用した新たな学習形態がスター

トし、次代を担う多様な子ども達一人ひとりを取り残すことなく、情報教育への新たな

要請に対応し、個性や創造性を伸ばす人づくりのために、教職員の働き方改革も推進し

ながら、事務・事業を展開してまいりたいと考えております。 

このほかにも、さまざまな事業が展開されましたが、新型コロナウイルス感染症の影

響により十分な事業実施とはならなかったものもありますが、子ども達の未来のため、

市内の教育・文化等のグレードアップのため、先を見据えた事業展開への道筋を示すよ

う、取り組んできたところであります。 

しかしながら、少子高齢化と人口減少、教育を取り巻く環境は刻々と変化しており、

こうした情勢を的確に捉えながら情報を収集し、本市の特徴的な取り組みである『 ま

ごころ教育 』をはじめとした教育施策や ICT 教育、民間の施設・団体等と連携した生

涯学習や生涯スポーツ等の推進などに取り組んでいくことが、ますます重要となってま

いります。 

今回実施した自己点検・評価の結果から、取り組むべき課題に対応するため、対策等

を検討するとともに、今後の点検評価について、より工夫を重ね「まごころで拓く豊か

な中央市」の実現へ向けて、更なる努力をしてまいります。 

 

 

 


